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        弱っていましたが、眼の奥の力強さは感じられました 

    

特集 チャボのチョコちゃんとのお別れ 

今年の 10 月、小山市立豊田南小学校で飼育していたチャボのチョコちゃんが亡くなりました。飼育を担当していた小学二年生が遭遇した、「死」

という大きな出来事をどのように感じたか、学校で動物を飼育することから得た直接体験をご紹介します。 
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① 文字数が多いことから、とても多くの事を感じたことがうか
がえる  

② 「死」が動かないこと、冷たいこと、もう会えないこと、奇
跡が起きないことを感じている  

③ 天国という形のない概念的な世界を知っている  

④ 「お父さんも悲しむ」から、二項関係、別の人の気持ちを思いや
っていることがわかる  

⑤ 「チャボ小屋」や「名前札」を残しておきたいことから、忘れた
くない、名残惜しい気持ち、愛着や愛情があることがわかる  

⑥ 「大切にしたかった」ともっと大切にできたかもしれないと後悔
している  

謝辞 

今号の発行に当り、特集の題材として取り上げ

ることや子供さんの手紙を使用することを、快く

承諾くださいました小山市立豊田南小学校さん

に心よりお礼申し上げます。 



 

みんなの がっこうの どうぶつ 
2016 年 12月発行 第 23号 

 

お問い合わせ：公益社団法人 栃木県獣医師会 〒320-0032栃木県宇都宮市昭和 1丁目１-23 

電話: 028(622)7793   |   ファックス:028(621)9660    |   http://www.tochigi-vet.or.jp/index.html 

 

  

チャボのチョコちゃんへ 

今日でチャボのチョコちゃんとおわかれでさみしいです。 

あなたと、いたじかんはたのしかったです♡♡ 

でもあなたは、どんどんとしをとって、さいこうのチャボがいきるじかんをすぎて

しまいました。で、あなたはなくなりました。わたしはチャボが大すきです。 

としをとって、あなたは、ごはんもどんどんたべなくなって先生もみんなもしん

ぱいでした。ついに、あなたとおわかれのじかんが、今です。 

さようなら。チョコちゃん 

① チャボに対する「大好き」という気持ちが文章と絵からう
かがえる 

② チャボとの関わりが、愛情に発展したことがわかる 

③ 「私」、「チャボ」、「先生とみんな」の三項関係がある
ことがわかる 

④ 楽しい思い出があることから、動物との関わりがより親密
な飼育活動であったことがうかがえる 

⑤ 添えられた絵のチャボが優しい目をしていて、愛おしさが
感じられる 

① チャボの飼育活動が楽しいものであっ
たことがあることがわかる 

② 心の中に思い出として残ることで、
「死」が全てなくなることではないと
感じている 

③ 「ありがとう」と、チャボがいてくれ
たことに感謝している 
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① チャボの死を通して、チャボが生き
ていた意義を感じようとしている 

② 「死」を通して「生きること」を感
じている 

③ お世話していたのは本人たちなの
に、チャボにお世話になったと感じ
ていることから、何かをしてもらっ
ていたと感じ、感謝の気持ちを持っ
ているようにうかがえる 
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① 「動かない」ことから、異常を感じ、それ

が「死」であったことを知ったようにうか

がえる 

② 「死」を体験し、「死は悲しい」ということを経

験したようにうかがえる 

③ この文章が、見おくり直後に書かれており、

「見おくり」がとても悲しい出来事であったこと

がうかがえる 

④ チャボとの別れが悲しいくらい、有意義な飼

育活動であっただろうことがうかがえる 

 

 

学校動物飼育の理想的な形は、新しくてきれいな広々とした飼育舎で、熱心に、活発に飼育が行われることではないと感じます。
小山市立豊田南小学校さんの動物飼育も、飼育舎は新しくありませんし、特別な趣旨で、特別に力をいれて飼育活動が行われている訳でもありません。今回の

ように飼育している動物の「死」は、動物を飼育していると必ず起こる出来事で、決して特別な出来事ではありません。「死」に至らないまでも、食欲がない、元気が

ない、ケガをしている、具合が悪そうなどは、良く遭遇する出来事でしょう。豊田南小学校さんでも、そんなことが起こり、具合が悪そうであれば気に掛け、良くならな

いなら獣医師に相談し（今回も、チョコちゃんが亡くなる前に、立てなくなったと私の動物病院に連れてきてくださいました）、治らない病気（今回は、骨折や腫瘍、

伝染病などではなく、暑熱と年齢による衰弱でした）でも出来る範囲での看護をして、最後（お別れ、見おくり）まで丁寧に飼育してくださいました。家庭のペットと

の距離ほど親密な距離ではありませんが、距離の遠近はあっても同じように心が注がれていたと感じています。日々、小さな命にも心を注ぎ、その中で起こる出来事

を通して子供たちの中に芽生えた感情に気づき、ほったらかしにせず、丁寧に育てる教育活動が、学校動物飼育の理想的な生かされる形だと感じます。 
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左側 

① 自分の成長と重ね合わせて、
振り返ると短かったと感じて
いる 

② 最初に文章を書き、それでも
伝えきれないので絵を描いた
が、それでも伝えきれないの
で文章を付け足したようで、
とても伝えたい気持ちがうか
がえる 

右側 

① チャボがとても丁寧に描か
れている 

② 太陽と花が描かれているこ
とから明るく、楽しい印象
があったことが伝わってい
る 

③ かわいいと感じていたこと
がうかがえる 


